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学生運営委員長：加藤理央菜 
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議題：1 号 日本国際法学生協会規則の変更 

    その他 2024 ジェサップ国際法模擬裁判日本国内予選についての説明・諸注意 

 

【議題：1 号 日本国際法学生協会規則の変更】 

規則を以下のように改正したいと考えています。 

詳細は下記をご覧ください。 

規則改正とその趣旨 

JILSA 規則担当学生委員 

竹内陽香 

内容に関わる改正 

7.5 盗用 公式規則 11.2 に従い追加 

各チームは、他のチームが公式規則 11.2 に違反した旨を NA に申し立てることができる。

ただし、申立ては学生運営委員会の指定する期日までになされなければならない。 

なお、「指定する期日」は違反申請のタイミング（現国内規則 11.1b）を指します。 

罰則旧 10.1 特に国内大会のみここに記載の罰則適用を免除する理由がない 

公式規則 11.0 以下に定める罰則は以下に定める罰則とともに厳格にこれを適用する。ただ

し、公式規則 6.1・6.2 の失格期日、匿名性違反の罰則としての失格、および 11.2 の盗用に

関する規定は国内予選では適用しない。 

なお、今年度大会は現在のところこれらの罰則は適用されていない。 

罰則 旧 10.2(e)現 11.1(a) 違反申請を紙から Google form に一元化するため。 

担当裁判官および対戦校は、各法廷終了後 15 分以内に規則担当委員に対して書面または電

磁的方法で罰則の適用申請ができる。 

 



OR と矛盾するため、NA と相談の上今年から削除したもの 

・解釈権者（1.2）→条文ごと削除 

本規則の最終解釈権は N.A と Executive Director にある。 

・NA の権限（2.1）O.R.1.3(a)に抵触の疑い 

NA は Executive Director の代理人であり、Jessup 国際法模擬裁判大会日本国内予選（以

下「国内予選」という。）の計画、調整、委任、および実施のあらゆる段階において代表

責任者となる。 

・ベンチメモランダム（5.4）OR2.14 に違反→条文ごと削除 

裁判官用のベンチメモランダム（Bench Memorandum）は厳密に機密が守られなければ

ならない。ただし、運営委員、学生運営委員についてはこの限りではない。ベンチメモラ

ンダムの内容を参照した運営委員および学生運営委員は、自らが所属する大学のチーム

の書面および弁論の準備に関与してはならない。ただし、公式規則 2.9 に列挙されている

事項に関しては、この限りではない。また、公式規則 2.14 に従わなければならない。 

 

・改正(13.0(a)) OR 1.7(b)に抵触の疑い 

本規則の改正は、Executive Director による承認を受けなければならない。N.A.の決定に

よる。ただし、これに対し、運営委員会が不適当と考える場合は T.A.会議にその旨を報

告しなければならない。T.A.会議が運営委員会の報告を承認した場合は、N.A.の決定は取

り消される。 

 

その他、内容に関わらない改正 

1.1 目的 本規則の位置づけを明確にする目的で総則規定を設けた。 

Jessup 国際法模擬裁判大会国内補足規則（以下、「本規則」とする）は、The Official Rules 

of the 2024 Philip C. Jessup International Law Moot Court Competition (以下、「公式規則」) 

1.7(a)に従い、Jessup 国際法模擬裁判大会日本国内予選のために制定される。 

 

2.4 一大学からの複数チームの出場 公式規則に同内容が定められているため削除 

一大学からの複数チームの出場は、世界大会公式規則 2.1（以下「公式規則」という。）の通

り、ILSA に申請し、認可された場合にのみ可能とする。 

 

11.1 罰則手続関連の規定 

内容を変えずに、文の順番などを変えている。 



 

【その他 2024 ジェサップ国際法模擬裁判日本国内予選についての説明・諸注意】 

 

●当日スケジュールについて 

 

●会場・設備・服装等について 

・会場 京都大学法学経済館本館 

・形式 対面 (弁論台無し) 

・服装 スーツ (傍聴人含む) 

・レセプション参加費 ￥4500(1 人当たり) 

 

・控室について 

学生控室 11 教室・1 日目 3 日目は第 8 教室、2 日目は第 6 教室後方も使用可能 

法廷教室 1,4,7,8 教室 

裁判官控室 9 教室(侵入禁止) 

得点集計 10 教室(侵入禁止) 

受付 6 教室 

 

●当日の流れ・注意事項 

・初日の来場後、速やかに受付（第 6 教室）に来て、到着の申し出と領収書の提出をお 

願いいたします。 

・大会 2 日目は、京都マラソンが開催されるため、交通情報の変更等がございます。8： 

20 から交通規制が敷かれ、7：50 からバスの経路の変更がございます。詳しくは URL をご

覧ください。大学付近の道路も一部渡れなくなり、方面によっては全く身動きが取れなく 

なる可能性があります（タクシーでも大回りする可能性があります）。十分に計画の上、余 

裕をもった行動をお願いいたします。 

・弁論台はないのでご留意ください。 

・法廷内での飲食は禁止となっています。 また、ゴミは各人持ち帰りをお願いします。 

・緊急の連絡は受付までお越しください。また、Discord を利用してご連絡ください。 

・法廷開始時間に余裕をもって弁論者も傍聴人も入廷するようにお願いいたします。特 

に、弁論者は 20 分前には必ず着席しているようにお願いいたします。原則として、法廷開 

始 5 分前以降は入廷を認めません。 

・本年度の違反申請はフォームからお願いしたく思います。フォームはメールにて連絡 

済みです。 

・参加者による法廷の撮影・録音・録画は認められていません。一方、JILSA の方で 

National Rules 7.7 条に従って記録用に一部撮影させていただくことがあります。 弁論者 



が廷吏に写真撮影の拒否を申し出る場合は開廷前にお願いします。 

・傍聴の入廷開始は開廷 15 分前からになります。また、大会期間中、レセプションまで 

は裁判官との接触はお控えください。 

・傍聴される方は、Discord にて配布した入廷許可証を入廷時に廷吏・TK にお見せにな 

ってから法廷にご入場ください。OBOG の方々にも同様の対応を依頼してくださると幸い 

です。 

・wi-fi は eduroam を登録していただければ、ご利用いただけます。 

 

以上 

  


